
                       

 

 

ＮＴＴドコモと乃村工藝社が 

次世代の新たなコミュニケーション実現に向けて協業開始 
～人と人との関係性を可視化する《ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ》を 

ＮＴＴインターコミュニケーション・センター［ＩＣＣ］に展示～ 
 

株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

株 式 会 社 乃 村 工 藝 社 

２０１９年 １ １ 月 １ １ 日 

 

 
 

 

 

 

 

 

＜本プロジェクトのめざすゴール＞ 

 従来のコミュニケーションは言語や表情などが主な要素となっていますが、それらの情報に加えて感情や 

身体データなどの「人の内面」の情報をＩｏＴと空間演出によって表現・可視化することで、内面の感情の揺れ 

動きも共有し、相手とより深く分かり合える次世代コミュニケーションを実現します。これにより、言葉を使わず

に相手を理解できるようになったり、距離感が密接でより直観的にコミュニケーションを取ることができる社会を

めざします。 

 

本プロジェクトでは次世代コミュニケーションを①可視化 ②相互作用 ③融合の 3 つのステップで創造しま

す。 

 

① 可視化                  ②相互作用               ③融合 

 

 

 

 

 

 

 

 株式会社ＮＴＴドコモ（以下：ＮＴＴドコモ）と株式会社乃村工藝社（以下：乃村工藝社）は、次世代      

コミュニケーションの実現をめざした協業を行うことに合意しました。本協業においてドコモは乃村工藝社

グループのイノベーション・ラボラトリー「ＮＯＭＬＡＢ」と連携し、 ＩｏＴ技術を活用した新たな          

コミュニケーションの実現に向け、装置の共同開発や空間デザインの共同提案に取り組みプロジェクトを

進めてまいります。 

人 の 「 内 面 」 を ビ ジ ュ ア ラ イ ズ 化  

す る こ と で 、 言 葉 や表 情 を使 わな

いコ ミ ュニケーシ ョ ンを演 出  

互 いの感 情 を言 葉 や表 情 な しで

理 解 し あ う 他 者 と の 心 の 寄 り 添

い体 験  

人 の内 面 と従 来 の コ ミ ュ ニケ ー シ

ョ ン 手 段 が 融 合 す る こ と で 、 よ り

進 化 した人 と人 とのふれあい を  

実 現  



＜協業第一弾：《ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ》の共同制作＞ 

 協業の第一弾として、インターコミュニケーション・センター [ICC]（東京都新宿区）にて 2019 年 11 月 12 日

（火）から 2019 年 12 月 15 日（日）まで開催される『リサーチ・コンプレックス ＮＴＴ Ｒ＆Ｄ ＠ＩＣＣ拡張展示 

「コミュニケーションの再考」』に、共同で制作した次世代のつながり体験装置《ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ》を出展 

いたします。https://www.ntticc.or.jp/ja/exhibitions/2019/communication-revisited/ 

 

 

 

 
※『リサーチ・コンプレックス ＮＴＴ Ｒ＆Ｄ ＠ＩＣＣ 拡張展示「コミュニケーションの再考」』での展示では、 

  1つのドームを使用し体験者の前にドームに入った人との身体データが表示されます。 

 

 

ＮＴＴドコモと乃村工藝社は今後も、お互いをより深く知るためのコミュニケーション手段をデジタル      

テクノロジーと空間の融合により実現し、新たなユーザ体験の提供を進めていきます。 

 

 

【株式会社ＮＴＴドコモについて】 https://www.nttdocomo.co.jp/ 

ＮＴＴドコモは「新しいコミュニケーション文化の創造」に向けて個人の能力を最大限に生かし、お客様に  

心から満足していただけるよりパーソナルなコミュニケーションの確立をめざします。サービス品質の改善を 

はかり、人にやさしい高度なヒューマンインターフェースをめざした技術開発や、より多彩なサービスの企画 

開発を積極的に進めるとともに、より広いエリアでサービスを提供していきます。 

 

【株式会社乃村工藝社について】 https://www.nomurakougei.co.jp/ 

1892 年の創業以来、商業施設、ホテル、ワークプレイス、博覧会、博物館などのさまざまな空間の総合      

プロデュース企業として、全国 10拠点を展開し、プランナー、デザイナー、プロダクトディレクターなどの専門職

が総計 1,000 名以上在籍しています。創業から 120 年以上にわたり培ってきた総合力とデジタルテクノロジー

を活かし社会課題の解決につながる空間価値の提供で人びとに「歓びと感動」をお届けしています。 

ＮＯＭＬＡＢ（ノムラボ）について http://www.nomlab.jp/ 

Ｎｏｍｕｒａ Ｏｐｅｎ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ ｌａｂ。「デジタルイノベーション×場づくり」をテーマに新しい集客創造を  

目指す乃村工藝社グループのイノベーション・ラボラトリー。デジタルテクノロジーと空間の融合により自主  

開発型のプロトタイプやクライアントワークを手がけ、当社グループのデジタルコミュニケーション領域を開発 

する専門組織です。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ  Ｒ＆Ｄイノベーション本部 サービスイノベーション部 ＴＥＬ： 03-5156-2124 

株式会社乃村工藝社 広報部 岡村  ＴＥＬ： 03-5962-4361（広報代表） Ｅ－ｍａｉｌ： prs@nomura-g.jp 

《HUMANIC DOME》イメージ 

体 験 者 はドームの中 に入 り  

座 っ て身 体 デー タ を図 り 、 計 測

し た デ ー タ を も と に 安 心 ・ 緊 張

の度 合 いを判 定  

体 験 者 とも う一 方 の ドームに入

った体 験 者 との二 人 のデー タが

融 合  

二 人 の気 持 ちや関 係 性 が  

ドーム内 で映 像 となって表 れる  
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次世代の新たなコミュニケーションについて 
 

＜コミュニケーションの進化＞ 

伝達手段の移り変わりにより、コミュニケーションは進化してきました。今はスマートフォンを介して誰もが 

手のひらに膨大なデータを持ち、常に誰かとつながれる便利な世の中になりましたが、ＮＴＴドコモと乃村工藝

社はより直感的にお互いの内面を深く理解し合える次世代のコミュニケーションの実現をめざしています。文

字中心のコミュニケーションだと、お互いの意図が正しく伝わらないことがある現代社会が抱える          

コミュニケーションの課題に様々な形でアプローチし、人と人とのつながりの進化を提案していきます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 



 

 

《ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ》について 
１．概要 

《ＨＵＭＡＮＩＣ ＤＯＭＥ》は、現在のコミュニケーションの主な要素である言葉や表情からではなく、身体 

データをもとに自身の内面の状態を可視化し他者の内面と融合させることで、安心や緊張、共鳴や分離と

いった、人と人の感情や関係性をドーム内のディスプレイにイメージ映像として映し出す、次世代      

コミュニケーションが体験できる装置です。 

 

２．システム構成（同時にコミュニケーションする人数分必要となります） 

・ドーム型ディスプレイ×1 

・センシングチェア×1（環境センサ、姿勢センサ、脈拍センサ、呼吸センサ） 

 

３．体験の流れ 

ドーム内に設置したセンシングチェアに座った体験者の呼気、体表面、脳波、姿勢、脈拍、足の動きを測定

し、測定したデータを基に安心・緊張の度合いを判定し、ドーム内のディスプレイに天候として映し出します。

また、別のドームのセンシングチェアに他の体験者が座ることで、お互いの測定したデータをもとに共鳴・

分離の度合いを判定し、それぞれのドームに映し出された天候に変化が生じます。自身の内面をドームに

投影することで自分自身を見つめ直し、他人との干渉も客観的に見て体験することが可能です。 

 

＜システムイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜センシングチェア概要＞ 

 
 

４． ２社の役割 

ＮＴＴドコモ： 本システムにおけるセンシングチェア及びＩｏＴアクセス制御エンジンの技術開発 

乃村工藝社： 本システムによって抽出されたバイタルデータを可視化し映像を表現するシステムの開発 

および空間演出 

別紙２ 

センシングチェア IoT アクセス制御エンジン 映像生成システム 


